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大北川渓畔林再生試験地における 

高木性広葉樹の推移 ～稚樹編～  

 

                  森林技術・支援センター 仲田昭一・安藤博之 

 

１ 課題を取り上げた背景 

森林の多面的機能の発揮が求

められており、河川周辺に成立

する水辺林の役割が再認識され

ています。しかし、戦後復興期

の木材需要に応えるべく、河川

の水際まで植林が行われた結

果、一部の造林地では水際の造

林不適地まで人工林が造成さ

れ、広葉樹を主体とする水辺林

の再生が求められています。（写

真－１）  
奥山の狭い谷の底の氾濫原に

成立する渓畔林は、河川の水質

維持、水温上昇の抑制、落葉･落枝、落下昆虫などを通じて、河川生態系の環境形成

に大きく寄与しています。また、野生生物の生息場所や移動･分散の生態的回廊でも

あります。渓畔林を再生する事で、水辺を結ぶ回廊が形成されると共に、水辺の環境

に依存した生物種を保全する事が出来ます。このことから、渓畔林の保全・再生は持

続的な森林管理において重要です。  
 関東森林管理局では平成２６年度に渓畔周辺の森林の取扱いについて事務連絡が

出されました。このように、渓畔林の保全に向けて取り組みが始まっていますが、人

工林からの再生について調査事例は無く、裏付けとなる技術的根拠に乏しい状況で

す。森林技術･支援センターでは、全国に先駆けて、１０年以上前の平成１５年度よ

り人工林からの渓畔林再生過程を調査しています。  
 

２ 試験地の概要 

茨城森林管理署管内､茨城県北部にある大北川の上流部､標高６３０ｍの渓畔域にお

いて、スギ人工林からの渓畔林再生過程を調査しています。２００３年度に試験地を設

定し、２００４年度に更新補助作業として、林床のスズタケ刈払を行った上で、間伐が

行われた林分の変化を、２０１４年度まで調査しました。調査プロットは渓畔域のスギ

人工林５カ所です。各プロットには２ｍ×2m の調査コドラートを７～９区画設置して

行いました。さらにコドラート横にシードトラップを設置し、シードトラップ周辺の種

子源となる母樹の調査も行いました。コドラートでは、高木性広葉樹の実生調査、植生

調査、そして、胸高直径５cm 未満の高木性木本の本数と樹高の調査を行いました。（図

－１、２）  

（写真－１）水際まで植林されたスギ人工林  
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３ 調査内容 

目標は高木性広葉樹の「発生」「定着」「成長」の条件解明です。  
先ず、調査地の基礎的条件を明らかにするため、種子源調査を行います。そして、シ

ードトラップによる落下種子の調査を行います。シードトラップは５月から１１月に

かけて設置して、落下種子を毎月回収して樹種を特定して粒数を数えます。春には、そ

の年に発生した稚樹の樹種を特定して数を数え、秋に、その年に発生した稚樹のうち定

着したものと、前年から残っているものを追跡調査し、発生・定着した稚樹の枯死と成

長を見ていきます。さらに、発生・定着した稚樹の成長を阻害するものは何か明らかに

するため、植生調査を行います。成長して胸高直径５cm 以上になったものは上木とし

て、胸高周囲長を調査に加えて追跡調査します。（写真１～５）  
 
 
 
 
 

（図－１）位置及びプロット配置図  

（写真－１）落下種子回収 （写真－２）種子選別  （写真－３）実生調査   （写真－４）稚樹調査１   （写真－５）稚樹調査２  

（図－２）プロット及びコドラートの  
イメージ図  
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４ 調査結果 

（ １ ） 種 子 源 調 査 （ ス ギ 除 く ）  

種子源調査はシードトラップから約３０ｍの範囲を対象としました。樹種はプロ

ット２が２９種で、その他プロットは２０種前後、胸高断面積の合計は各プロットと

も１㎡前後でした。各プロットの種子源樹種には偏りが見られたので、わかりやすく

するために上位３位までを、樹種別に色付けした円グラフを作成しました（図－３）。

各プロットの上位３種は延べ１３種で、重複しているのはわずか２種でした。このこ

とから種子源はプロットにより偏りがあることが分かりました。これは、全体では多

様な樹種があるものの、水際までスギ人工林化されて、種子源となる母樹が川沿い１

列に線状に残ったことで、このような偏りが生じたと考えられます。  
（ ２ ） 落 下 種 子 調 査 （ ス ギ 除 く ）  

次 に 落 下 種 子 数 を 伐 採 率 の 異 な る プ ロ ッ ト １・２・４ で 見 て い き ま す 。各 プ

ロ ッ ト の 落 下 種 子 数 上 位 ５ 種 の 折 れ 線 グ ラ フ を 作 成 し ま し た（ 図 － ４ ）。落 下

種 子 の 樹 種 は 、各 プ ロ ッ ト と も ２ ０ ～ ３ ０ 種 で 、い ず れ の プ ロ ッ ト で も 種 子 源

の 樹 種 数 を 上 回 る 樹 種 数 と な り ま し た 。落 下 種 子 の 数 は 、種 子 源 調 査 と 同 じ 樹

種 の 種 子 の 数 が 全 て の プ ロ ッ ト で ９ ０ ％ 以 上 と な り ま し た 。大 き な 傾 向 と し て

は 、 各 プ ロ ッ ト で 種 子 源 調 査 の 上 位 樹 種 か ら の 落 下 種 子 が 多 く 見 ら れ ま し た 。

し か し プ ロ ッ ト ２ で は 種 子 源 調 査 で 下 位 の コ シ ア ブ ラ か ら の 落 下 種 子 が 多 く

見 ら れ ま し た 。 こ れ は コ シ ア ブ ラ の 種 子 生 産 の 特 性 と 考 え ら れ ま す 。  
（ ３ ） 実 生 の 定 着 状 況 （ ス ギ 除 く ）  

各 プ ロ ッ ト で 数 量 は 違 う も の の 、「 当 年 発 生 」の 大 き な 傾 向 は 同 じ で 、伐 採

率 に か か わ ら ず 伐 採 か ら ２ ・ ３ 年 目 が ピ ー ク と な っ て い ま す （ 図 － ５ ） 。  

（図－３）種子源調査  
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こ れ は 伐 採 率 で は な く 下 層 の 繁 茂 状 況 に よ る と 考 え ら れ ま す 。「 成 立 本 数 」は

「 当 年 発 生 」の ピ ー ク ２・３ 年 目 か ら の 推 移 が プ ロ ッ ト に よ り 異 な っ て い ま す 。

プ ロ ッ ト １ は 緩 や か に 増 加 し て 、緩 や か に 減 少 に 転 じ て い ま す 。プ ロ ッ ト ２ は

比 較 的 長 い 間 緩 や か に 増 加 し て 、減 少 に 転 じ て い ま す 。プ ロ ッ ト ３ ～ ４ は 緩 や

か に 減 少 し て い ま す が 、 プ ロ ッ ト ５ は 比 較 的 早 い 減 少 が 見 ら れ ま す 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（図－４）落下種子調査  
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（ ４ ） 最 多 当 年 発 生 樹 種 と 最 多 成 立 樹 種 の 推 移  

実 生 の 定 着 状 況 の う ち 、最 多 当 年 発 生 樹 種 と 最 多 成 立 樹 種 の 推 移 で す（ 表 －

１ ）。プ ロ ッ ト 毎 に 時 系 列 で 作 成 し ま し た 。こ の う ち 、多 く 見 ら れ る 樹 種 に 色

を 付 け ま す 。カ エ デ 属 を 赤 、エ ゴ ノ キ を 茶 色 、オ オ バ ア サ ガ ラ を 水 色 と し ま し

た 。各 プ ロ ッ ト の 上 の 段 が 最 多 当 年 発 生 樹 種・そ の 年 に 発 生 し た 稚 樹 で 最 も 多

い も の で す 。落 下 種 子 調 査 で 比 較 的 安 定 し た 種 子 量 で あ っ た カ エ デ 属 が 多 く 見

ら れ ま し た 。な お 、多 く 発 生 し て も 残 ら な い も の も あ り ま し た 。最 多 成 立 樹 種

は 、プ ロ ッ ト に よ り 異 な り ま す が 、共 通 し た 傾 向 は 、２・ ３ 年 目 に 大 量 発 生 し

た 樹 種 が 残 っ て い ま す 。プ ロ ッ ト １ ・ ２ は カ エ デ 属 、３ ・ ４ は エ ゴ ノ キ と 、耐

陰 性 の 高 い 樹 種 が 残 り ま し た が 、プ ロ ッ ト ５ は 先 駆 的 で 渓 畔 種 に 近 い 山 地 河 畔

林 種 の オ オ バ ア サ ガ ラ が 残 り ま し た 。実 生 の 定 着 状 況 で 、成 立 本 数 が 緩 や か に

減 少 し た プ ロ ッ ト １ ～ ４ は 耐 陰 性 の 高 い 樹 種 が 残 っ た こ と が 分 か り ま し た 。最

終 調 査 年 の ２ ０ １ ４ 年 に 残 っ た 最 多 成 立 本 数 は 、 プ ロ ッ ト ２ が ha 当 た り ２ ７

万 本 と 突 出 し て 多 く 、 そ の ほ か の プ ロ ッ ト は ha 当 た り ２ 万 本 前 後 で す 。  

（ 表 － １ ） 最 多 当 年 発 生 樹 種 と 最 多 成 立 樹 種 の 推 移 （ 本 数 /ha）  

（ ５ ） 稚 樹 の 成 長  

高 木 性 広 葉 樹 の 稚 樹 が 競 合 植 生 か ら ぬ け て 、成 長 し て い く か を 見 る た め 、そ

れ ぞ れ の 高 さ を 図 に ま と め ま し た（ 図 － ７ ）。実 生 の 定 着 状 況 で 、最 多 成 立 本

数 が ヘ ク タ ー ル 当 た り ２ ７ 万 本 と 最 も 多 か っ た プ ロ ッ ト ２ は 、通 常 の ス ギ 人 工

林 管 理 が 行 わ れ て い る プ ロ ッ ト １ よ り も 稚 樹 が 競 合 植 生 を 抜 け 切 れ て い な い

様 子 が 分 か り ま す 。高 い 伐 採 率 の プ ロ ッ ト ３ ４ ５ は 稚 樹 が 大 き く な っ て い る 様

子 が 分 か り ま す 。し か し 競 合 す る 低 木 類 等 最 高 植 生 高 も 大 き く な っ て お り 、こ

れ ら 超 え な い と こ ろ も 一 部 で 見 ら れ ま す 。そ れ で も 伐 採 率 が や や 高 め の プ ロ ッ

（図－５）実生の定着状況  
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ト ２ に 比 べ る と 、プ ロ ッ ト ３ ４ ５ で は 最 高 稚 樹 高 が 低 木 類 等 最 高 植 生 高 を 多 く

の コ ド ラ ー ト で 超 え て い ま す 。  

（ 図 － ６ ） 最 多 当 年 発 生 樹 種 と 最 多 成 立 樹 種 の 推 移 （ 本 数 /ha）  

（ ６ ） 植 生 調 査  

主 な 植 生 を ま と め ま し た （ 表 － ２ ） 。 2014 年 の 植 被 率 ・ 高 さ ・ 出 現 頻 度 そ

れ ぞ れ の 相 対 優 占 度 を 積 算 し て 項 目 数 で 除 し た 積 算 相 対 優 占 度 （ SDR3） を 求

め ま し た 。 そ の う ち 積 算 相 対 優 占 度 ４ ０ 以 上 を 右 に 抽 出 し ま し た 。 高 木 性 広

葉 樹 を 赤 、 低 木 類 等 競 合 植 生 を 更 新 阻 害 植 生 と し て 青 と し ま し た 。 通 常 の ス

ギ 林 管 理 で あ る プ ロ ッ ト １ を 除 い て 、 高 木 性 広 葉 樹 で 優 占 し て い た の は 、 プ

ロ ッ ト ２ は 成 長 が 遅 い オ オ モ ミ ジ 、 プ ロ ッ ト ３ ４ ５ は 成 長 が 早 い ヤ マ ハ ン ノ

キ ・ オ オ バ ア サ ガ ラ で し た 。 更 新 阻 害 植 生 で は プ ロ ッ ト ２ は ス ズ タ ケ 、 ３ ４

５ は モ ミ ジ イ チ ゴ 、 ヤ マ ブ キ 、 ウ ツ ギ 類 で し た 。 こ の こ と か ら 、 伐 採 率 は 渓
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畔 林 再 生 に と っ て 重 要 な 因 子 で は あ り ま す が 、 定 着 し た 稚 樹 の 成 長 に つ い て

重 要 な の は 、 定 着 し た 樹 種 と 林 床 植 生 の 組 み 合 わ せ で あ る と 考 え ら れ ま す 。

な お 、 間 伐 前 の 2004 年 の 植 生 調 査 と 比 較 す る と 、 2014 年 で 主 な 更 新 阻 害 植 生

と 考 え ら れ た も の の 林 床 植 生 の 変 化  

う ち 、ス ズ タ ケ ､モ ミ ジ イ チ ゴ ､ヤ マ ブ キ ､コ ゴ メ ウ ツ ギ は 2004 年 か ら 多 く 存 在

し て い る こ と が 分 か り ま す 。 こ の こ と か ら 、 2004 年 植 生 が 2014 年 に も 影 響 を

及 ぼ し て い る 。 と 、 言 え ま す が 、 ニ シ キ ウ ツ ギ は 例 外 で 2004 年 に は 生 育 し て

い ま せ ん で し た 。 こ れ は ニ シ キ ウ ツ ギ の 種 子 の 特 性 と 考 え ら れ ま す 。  

 

５ まとめ 

・種子源となる母樹の樹種はプロットにより偏りがありました。  
・落下種子の数は種子源と同じ種が９０％以上でした。  
このことから、近在の種子源が実生更新に大きく影響することが分かりました。  
これが１つ目の発生条件です。  
・実生の定着状況から、その年に発生する稚樹は、２・３年目がピークであることが

分かりました。これは、上層のスギの伐採率ではなく、光条件の改善による下層の

繁茂によって起こった鈍化と考えられます。  
これが２つ目の発生条件です。  
・成立本数は、発生のピークである２・３年目からの推移がプロットにより異なって

いました。これは成立樹種の性格によると考えられます。  
これが定着条件です。  
・稚樹の成長調査では、成立本数の多さはその後の成長を保証するものではないこと

が分かりました。  
・高木性広葉樹の最高稚樹高は、競合する低木類等を超えないところがありました。 
・植生調査では、間伐前の植生がその後の植生に影響を及ぼしていることがわかりま
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した。  
これらのことから、林床植生と成立樹種の組み合わせが重要と考えられます。  
これが成長条件であり、定着条件でもあります。  

６ 考察 

渓畔域における人工林からの高木性広葉樹を主体とした渓畔林再生をするには  
①  先ず、目標林型を決めます。  
②  次に、目標林型に合う樹種の母樹を探します。  

その際に、母樹の周囲の植生を確認した上で、  
そこで渓畔林再生を行うか行わないかを決めます。  

③  そして、母樹の周囲を強度間伐しますが、  
その際に林床の繁茂が多ければ林床の刈払いを併せて行います。  

④  その後、伐採後２・３年目に発生した樹種を確認し、  
３年目までに発生した樹種を検討して、目標林型と合わなければ、  
林床の刈払いを検討する。  

という、手順が考えられます。ただし、発生する樹種や林床植生によって、予想と違

うことは起きることを想定し、柔軟に対応することが求められます。 

 

７ これからの取り組み 

 今回の調査結果は、間伐後１０年間という初期の林分変化の結果であり、今後長期的

に渓畔林として再生していくか、モニタリング調査を継続していきます。高木性広葉樹

の上木の推移と併せて、得られる知見を広く普及していきたいと考えております。  

（ 写 真 － ２ ） プ ロ ッ ト １ の 対 岸 に 成 立 す る 広 葉 樹 林  
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